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    午前１１時３２分開会 

○委員長（馬屋原眞一君） 只今より建設観光委員会を開会いたします。先程の本会

議におきまして本委員会に付託されました議案２件につきまして審査をいたします

ので、ご協力をよろしくお願いいたします。最初に議案第３号平成２３年度美祢市

観光事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。執行部より説明を求め

ます。大野観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） それでは、平成２２年度の観光事業特別

会計の決算見込について、ご説明申し上げます。単年度収支で１億８，４３８万円

の黒字決算を見込んでおります。平成２１年度の赤字に対する繰上充用金が１１億

７，７６４万４，０００円必要としたことから、平成２１年度の繰上充用金から平

成２２年度単年度黒字１億８，４３８万円を差し引いた９億９，３２６万４，００

０円の歳入不足が見込まれますので、これを繰上充用するものでございます。それ

では、平成２３年度美祢市観光事業特別会計補正予算（第１号）ページにしまし

て、３－３をお開き下さい。初めに歳出の款前年度繰上充用金・項前年度繰上充用

金９億９，３２６万４，０００円でございます。只今、説明申し上げましたように

９億９，３２６万４，０００円の歳入不足が見込まれるため、繰上充用を行う補正

でございます。続きまして、歳出の款予備費・項予備費の２億９，２００万円の減

額補正でございます。これにつきましては、当初、予備費として２億９，９７４万

４，０００円を計上しておりましたが、歳入でご説明申し上げたように、歳入欠陥

補填収入を減額するため、今回２億９，２００万円の減額補正を行うものでござい

ます。次にページ３－８をお開き下さい。歳入の款諸収入・目歳入欠陥補填収入７

億１２６万４，０００円を補正するものでございます。これは、歳出でご説明申し

上げましたが、前年度繰上充用金９億９，３２６万４，０００円から予備費の２億

９，２００万円を差し引いた額であります７億１２６万４，０００円を歳入欠陥補

填収入として補正をお願いするものでございます。それでは別添資料を１枚お配り

してると思いますので、これについてご説明申し上げます。初めに歳入のほうから

説明させていただきます。歳入に関しまして性質別に区分しております。秋芳洞、

大正洞及び景清洞、養鱒場、そしてリフレッシュパークの４施設でわかりやすく歳

入等を計上しております。まず秋芳洞９億５，１０９万３，２６０円、この収入を

まず○アというふうに記載しております。続きまして、大正洞及び景清洞の収入を
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２，８５６万８，８８９円を○イ、養鱒場１，８０２万７，４２３円を○ウ、リフレッ

シュパーク４，７５９万９，６５４円を○エというふうにして記号で決めさせていた

だいております。そして○アから○エを合計いたしました歳入小計額１０億４，５２８

万９，２２６円を○オというふうに記載させていただいております。続きまして、歳

出についてご説明申し上げます。まず秋芳洞に関する科目を総合いたします。まず

観光総務費の一般管理費１億９，５９９万１，２７３円を①、施設管理費１億４，

１０８万５，４７５円を②、業務管理費の秋芳洞管理費３億４，４３５万６，８９

０円を③、そして最後になりますけど観光振興費の一般管理費５，５４５万４，７

２８円を⑦というふうに記載しております。これを一応秋芳洞に関する歳出でござ

います。次に大正洞・景清洞管理費として２，９０２万７２５円、これを④、養鱒

場管理費２，６４９万１，０８４円を⑤、最後にリフレッシュパーク管理費として

６，８５０万８，１４７円を⑥としております。そして歳出の合計、①から⑦を合

計いたしました歳出小計額が８億６，０９０万８，３２２円というふうになってお

ります。これを⑧というふうに計上させてもらっております。従いまして、先程ご

説明申し上げました平成２２年度単年度収支は歳入小計である○オ１０億４，５２８

万９，２２６円から歳出小計額の⑧８億６，０９０万８，３２２円を差し引いた１

億８，４３８万９０４円の黒字となる見込みでございます。歳出小計額⑧８億６，

０９０万８，３２２円に前年度繰上充用金１１億７，７６４万４，１０４円を加え

た歳出合計額２０億３，８５５万２，４２６円から歳入合計１０億４，５２８万

９，２２６円を差し引いた９億９，３２６万４，０００円が歳入不足額として見込

まれるものでございます。また財政健全化計画との比較といたしましては、財政健

全化計画による平成２２年度の歳入不足額を９億７，６２９万５，０００円と予測

しております。それで平成２２年度の決算見込額との差額は１，６９６万９，００

０円の歳入不足となりますけど、％でいけば１．７％の誤差ということでほぼ計画

どおりに推移しておるのではないかというふうに考えております。以上です。 

○委員長（馬屋原眞一君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。はい、河村委員。 

○委員（河村 淳君） これは数字的にこれりゃ、出ちょるじゃろか、大正洞・景清

洞のことちょっと聞いてみたい。人数が書いちゃるんじゃけど、もとは大正洞のほ

うが多かったが、今頃は景清洞のほうが多いんかね。その辺ちょっとどういう理由
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じゃろうか。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、大野観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（大野義昭君） 委員さんがいわれるのは、以前旧美東町

時代のことだと思いますけれど、それから現在は景清洞においては探検コースを中

心に修学旅行等の誘致を積極的に行っております。その関係で若干数字が景清洞の

ほうが多くなってるというふうに思われます。 

○委員（河村 淳君） わかりました。 

○委員長（馬屋原眞一君） 他にございませんか。田邉委員。 

○委員（田邉諄祐君） 観光事業先程本会議でもいろいろ説明を聞きましたし、これ

も重要なことなんですけど、今原発の件なんですけど、これは安心・安全のほんと

の反対の結果になってるんですけど、これからはですね原発から自然エネルギーに

変えることは大変な重要なことだと思います。特に美祢市にとっても自然エネルギ

ーに恵まれてますし、例えば考えられることは風力発電とか前から私それから皆さ

んも検討されておりますバイオマスエネルギーですね。それから産業廃棄物を電力

に変えることとか、これからはまさにこれを如何にやるかということが美祢市の産

業の発展に繋がると思いますし、可及的速やかな重大事項だと思いますので、是非

そのほうにも市長さんのほうも全力を尽くしていただくように、また組織上げてで

すねご検討なり、政府、国、県一体となってやっていただくように私は思うわけで

ございますけど市長さんに一つその辺の所見をお願いしたいんですが、よろしくお

願いいたします。（発言する者あり） 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、市長。 

○市長（村田弘司君） 田邉委員、以前からおっしゃっておりましたよね。バイオマ

スエネルギーのことをね。今、原発事故が起こって、おそらく日本全土の人達、国

民の方が我々が人類発展してきたエネルギーのあり方について、もう一度考えてみ

るべきだろうと思っております。これはもう日本だけじゃない世界の方々が思って

おられると思います。とは言いながら原子力に依存しておるという先進国のあり方

はいまだ変わっておりませんし、これからも原子力エネルギーをどう使って行こう

かと、つきあっていこうかということも、避けて通れない道だろうというふうに思

っております。しかしながら、やはり今回のこと日本国民として大きな教訓となり

ましたので、自然エネルギーを、自然が持っておるすばらしいエネルギーをどうい
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うふうに人類として活用させてもらうかいうことも考えて行くべきだろうと思って

おります。ですからね今の観光事業との話で申し上げますと、洞内ＬＥＤ化したと

いうのはね、先程の本会議場でお答えをしたとおりですよ。この美祢市が持ってお

るすばらしい自然遺産、遺産もありますし、現在もすばらしい山も持ってます。私

も県の林業協会の会長してますので、このすばらしい山を持ってるということ、そ

してすばらしい農林産物を目指しておるということですね。そのことを大切にしな

がら、この美祢市のイメージを清冽で地球に優しい環境を持って観光立市として成

り立ってますよと、そしてその一部を石灰石等に使わさせていただいて、人類発展

のために寄与させて頂いてますよということを市として全面に打ち出して、今やろ

うとしてます。ですからこれは政策的なあり方として、私も以前から考えてますの

で、一番上位の者の考え方というふうに私も認識してますし、職員もその意識はあ

ります。それで交流拠点都市を実現していこう、それを持って、市民の方々に対し

て自信と誇りを持って頂こうということで動いております。以上です。 

○委員長（馬屋原眞一君） その他。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（馬屋原眞一君） それでは本案に対するご意見はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（馬屋原眞一君） それではこれより議案第３号平成２３年度美祢市観光事

業特別会計補正予算（第１号）を採決いたします。 

本案について原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（馬屋原眞一君） 全員異議なしと認めます。よって議案第３号は原案のと

おり可決されました。 

次に議案第５号平成２３年度美祢市一般会計補正予算（第４号）を議題といたし

ます。執行部より説明を求めます。西田農林課長。 

○建設経済部農林課長（西田良平君） それでは議案第５号平成２３年度美祢市一般

会計補正予算（第４号）につきまして、補正予算資料によりましてご説明をさせて

いただきます。まず歳出のほうからご説明いたします。資料の５－１２、１３ペー

ジをお開き下さい。１１款災害復旧費・１項農林施設災害復旧費・目２補助災害復

旧費、００１現年発生災害復旧費につきまして１，７４９万１，０００円を増額補



－6－ 

正いたしまして、総額３億４，９６５万８，０００円とするものでございます。こ

れにつきましては去る５月１０日から１２日の３日間で連続雨量２２５㎜、うち時

間最大雨量２５㎜の雨量を記録し、この雨によりまして美東町長田宮の河内におき

まして農地災害、東厚保町植松及び柳井川につきまして農地災害、最後に東厚保町

金山につきまして農業用施設災害、合わせまして４件の災害が発生いたしました。

この災害復旧のための増額補正でございます。主なものにつきましては、工事請負

費１，５００万、測量設計委託料２００万円でございます。４件の災害につきまし

ては、早期に復旧したいというふうに考えております。以上でございます。 

○委員長（馬屋原眞一君） 前野建設課長。 

○建設経済部建設課長（前野兼治君） 同じページでございますが、１１款災害復旧

費・２項土木施設災害復旧費・２目補助災害復旧費、この度１億２，７７０万５，

０００円を補正するものでございます。その内容につきましては、右のページでご

ざいますが、測量設計委託料１，５７０万５，０００円、災害復旧工事といたしま

して１億１，２００万円でございます。これにつきましては、災害状況につきまし

ては道路、市道でございますけども、災害が５件発生をいたしました。河川関係で

ございますけども６件の１８箇所の災害が発生をいたしました。発生の場所等につ

きましては、河川荒川川ですけども大嶺町奥分。持田川、東厚保町川東。堂下川伊

佐町伊佐。同じく堂下川伊佐町伊佐でございますが、それと奥原川これは秋芳町の

嘉万でございます。それと奥畑川これは東厚保町の川東でございます。それと道路

関係につきましては、大嶺町奥分の藤ヶ河内桑原線でございます。江の河原上線東

厚保町の川東でございます。市道今山線これにつきましては豊田前町の麻生下でご

ざいます。それともう一点は東厚保町の山中でございます。最後にこれは美東町で

ございますが、保ヶ原線でございます。以上合わせまして１１件の被災がございま

した。以上でございます。 

○委員長（馬屋原眞一君） 西田農林課長。 

○建設経済部農林課長（西田良平君） 続きまして歳入のほうのご説明をいたしま

す。資料の５－８ページ、９ページをお開き下さい。２段目の１２款分担金及び負

担金・１項分担金・目３災害復旧費分担金につきまして１５０万円。及び４段目に

なります。１５款県支出金・２項県補助金・目１０災害復旧費県補助金につきまし

て９００万円を増額補正するものでございます。これにつきましては、先程歳出の
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ほうで説明いたしました災害復旧費の特定財源といたしまして、被災された地元の

関係者からの分担金及び県補助金を計上するものでございます。以上でございま

す。 

○委員長（馬屋原眞一君） 前野建設課長。 

○建設経済部建設課長（前野兼治君） 同じく同じページでございますが、中段にあ

ります１４款国庫支出金・１項国庫負担金・２目災害復旧費国庫負担金、これにお

きまして７，９２１万８，０００円を補正するものでございます。この内容につき

ましては、先程支出のほうでご説明をいたしました１億１，２００万の工事費につ

きまして、国からの補助が補助率６６．７％分と合わせまして、設計委託料のうち

１件ほど地滑りによる災害が見込まれております。この地滑りに対しましては、設

計委託料５０％が国の補助が出るように言われております。その５０％分を合わせ

まして７，９２１万８，０００円を補正するものでございます。以上でございま

す。 

○委員長（馬屋原眞一君） 説明が終わりました。本案に対する質疑はございません

か。はい、萬代副委員長。 

○副委員長（萬代泰生君） 農林関係の説明があってですね、農地４件話をされまし

たけども、早急に実施したいという話がありましたが、今年の作付け、お米の作付

け等に間に合うような工事をしたいということなんですか。どうなんですか、そこ

ら辺は。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、西田農林課長。 

○建設経済部農林課長（西田良平君） 只今のご質問についてですが、これより国の

ほうの、まず測量設計等いたしまして、準備が整いまして国のほうの査定を受ける

ようになります。査定を受けた後の工事発注ということになりますので、今年度い

ずれにしてもこの４件につきましては、今年度の耕作というのは、ちょっと難しい

というふうに思います。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、萬代副委員長。 

○副委員長（萬代泰生君） ありがとうございました。ただですね農家の皆さんが、

そのことを市のほうの考え方をきちんと理解されておられますか。だから今年の作

付けは間に合いませんよということは周知しておられるんですか、どうですか。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、西田農林課長。 
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○建設経済部農林課長（西田良平君） 農林災害につきましては、地元関係者のほう

からも分担金を頂くことになります。こういったような関係で、地元の関係者の

方々この方々につきましては十分に分担金の話もございますし、そういったような

中から復旧時期につきましても、今のような査定を受けた後ということになるとい

うことではご説明のほうをするようにしておりますし、今回のこの４件につきまし

ても、同じようなご説明のほうさせていただいております。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、萬代副委員長。 

○副委員長（萬代泰生君） はい、わかりました。とにかく農家の方が営農計画とい

うのをやはり立てなきゃいけないんですよね。だからそういったことで市のほうの

工事時期がいつになるのか、今年の作付けが出来るのか出来ないのか、じゃ種籾を

今の段階種籾の時期じゃありませんが、昨年の災害の今年の４月の段階、３月の段

階でですね、地域で農家の方が自分の田んぼが今年できるかどうかわからないで知

らなかって、頼んだあとにだめだということを言われたということで、大分憤慨さ

れた方もありましたので、そこら辺のトラブルが起きないように気を付けて頂きた

いと思います。以上です。 

○委員長（馬屋原眞一君） その他ございませんか。河村委員。 

○委員（河村 淳君） この度の災害は普通災害であったと思うそ。激甚災でないか

ら負担金が、地元負担金あくまでも農業施設、農業用施設、農地、相当の負担がい

るんじゃが、公共災は全然いらんのじゃが、問題はなんですか農地なんかが今、私

のところは美東町は大変大きな農地がくえちょるが、これは今国庫補助率が一応わ

しも覚えちょったが忘れたが、農業施設で何ぼ、農地じゃったら５５か６０かしら

ん５５じゃったと思う。どんな国県補助があって、地元が４５％仮に出すようじゃ

ったら、１，０００万かかれば４５０万も出して農地復旧を皆了解とれちょるんか

な、どういう状況かその辺を聞かせてもらいたい。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、西田農林課長。 

○建設経済部農林課長（西田良平君） 只今のご質問ですが、国のほうの補助率とい

うことだと思います。これにつきましては、農地につきましては５０％、それから

農業施設につきましては６５％というのが基本補助率ということになります。私ど

も農林課のほうといたしましては、当然お聞きになったことあろうかと思います

が、増嵩申請ということを行います。要するに補助率のアップということになりま
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す。これにつきまして、増嵩申請の手続きをやった後、最終的に補助率はアップす

るものと思われます。ただこれは、実際の今からそれぞれの地区を調べて関係者が

何人いらっしゃるのか、そういったようなことも含めまして最終的に算定されるも

のでありますので、今回の補正につきましては、平均６０％の補助率という形の９

００万円を計上しております。今後は増嵩申請を行って、補助率アップの申請をい

たします。以上です。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、河村委員。 

○委員（河村 淳君） 今、増嵩申請をすると言うたが、増嵩申請というのは嵩上げ

をするというのは、その地区によって違うはずじゃが、これは可能なかね。可能じ

ゃないじゃろう普通災害じゃから。激甚災害じゃないんじゃからどねいなの。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、西田農林課長。 

○建設経済部農林課長（西田良平君） 普通災害につきましても増嵩申請はできま

す。激甚災害になりますと、更に上乗せの補助が加算されるということになります

ので、普通災害におきましても増嵩申請はできます。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、河村委員。 

○委員（河村 淳君） 増嵩申請はできるかもわからんけどね、一応この範囲が見ん

にゃあわからんけど、それが１戸当たりで一件の田がくえて負担率が莫大上がるい

ね。これは農地じゃから合有者が一人か二人か知らんけど、そうするもので増嵩申

請は可能なところはある農地についちゃね。農業用施設ちゅうのはてんで水路とか

相当の人数がおるから増嵩申請はききゃすまいが、公共災は全然いらんのやから道

路じゃろうが川じゃろうが地元はいらんのじゃけど、それが可能な線じゃろうけ

ど、この辺の申請手続きするときに地元の方が仮に１，０００万かかるとするか災

害農地が。そうすると５０じゃったら５００万程は地元負担になるんじゃ。その辺

の了解は取ってあるかないかということをちょっとお聞きしたい。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、西田農林課長。 

○建設経済部農林課長（西田良平君） 私どもも地元の関係者の方に説明申し上げる

ときに、少ない金額を言いまして実はこれだけ必要になりましたということも非常

に失礼な話ということになりますので、そのまんまをですねご説明するようにいた

しております。基本補助率というのがあって、そこから上乗せで更に補助がアップ

するというような形では申し上げるようにはいたしております。その上でご判断頂
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くようにしております。 

○委員（河村 淳君） 秋枝次長はわかっちょると思うんじゃが、宮の河内じゃあね

大きな田わしは見たけど、これは相当かかるいね。これは個人が１件ずつ２件ある

ということじゃけど、それだけの金を出して田をやる。あなたのところは私は思う

が、法人の関係で中山間かなんか全体でかるうてんじゃろか。個人がかるわんと。

どねいなっちょるん。じゃったらええかも分からん。 

○委員長（馬屋原眞一君） 秋枝建設経済部次長。 

○建設経済部次長（秋枝秀稔君） 河村委員の質問にお答えいたします。この増嵩申

請につきましてはですね、去年、一昨年と激甚災がございまして、その関係も一つ

流れてきまして、負担金につきましてはまだ計算、まだ申請してませんから何と言

えませんけど、それなりの数字が出て来るんではないかというふうに思っておりま

してですね、金額的にはちょっとまだはっきりわかりませんけど、そんなに数字が

出ないんではないかというふうな予想はしております。以上です。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、下井委員。 

○委員（下井克己君） すみませんけど４件の農林と土木１１件の場所は先程言いわ

れましたけど、資料として例えば地図の中に落としていただくような資料は頂けな

いんでしょうか。 

○委員長（馬屋原眞一君） 前野建設課長。 

○建設経済部建設課長（前野兼治君） 位置図のほう作成しておりますので、後程コ

ピーをして差し上げることはできると思います。 

○委員長（馬屋原眞一君） それではよろしくお願いします。ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（馬屋原眞一君） それでは本案に対するご意見はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（馬屋原眞一君） それではこれより議案第５号平成２３年度美祢市一般会

計補正予算（第４号）を採決いたします。 

本案について原案のとおり決するにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（馬屋原眞一君） 全員異議なしと認めます。よって議案第５号は原案のと

おり可決されました。 
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  以上で本委員会に付託されました議案２件につきまして審査を終了いたしまし

た。その他委員の皆様から何かございましたら発言をお願いいたします。はい、岩

本委員。 

○委員（岩本明央君） 観光の件でお尋ねします。私５月の３日、４日、百姓しなが

ら私どもの前の国道が大変混雑をしておりました。大変良いことじゃのとさぞかし

秋吉台、秋芳洞は多いかったろうということで、喜んでおりました。確かにあと聞

きましたら先程の福田部長の答弁もありましたけど、私の印象では１０年来ぐらい

の良い車の混み具合だったなと思っております。５月のもうちょっと詳しいお客さ

んの様子、天気も良かったこともありますが、その辺のもしわかればご説明をお願

いをしたいと思います。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、福田総合観光部長。 

○総合観光部長（福田和司君） 後程５月連休の入洞状況等の資料つきましては資料

を整えた上で提出をいたします。 

○委員長（馬屋原眞一君） はい、よろしくお願いします。その他ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（馬屋原眞一君） それではほかにないようでございますので、これにて本

委員会を閉会いたします。ご審査、ご協力誠にありがとうございました。お疲れで

ございました。 

    午後０時０５分閉会 
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